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会 員 の 声

論文の引用に際して

本誌第55巻第 5 号に掲載された論文における

著者の論文引用の仕方を例として

都筑 千景* 金川 克子2*

上記にあげた論文「新生児訪問指導事業の訪問

群・非訪問群における育児不安の実態と比較｣1)に

引用されている文献の使用について，若干われわれ

の意見を述べさせていただきます。

われわれは2002年本誌に「産後一か月前後の母親

に対する看護職による家庭訪問の効果｣2)を掲載さ

せていただきました。この研究は看護職による家庭

訪問の効果判定を目的とし，無作為に割付けた 2 群

に対して，行政からの新生児訪問指導事業と同じス

タイルの介入を実施し，その効果を母親の育児不安

と育児に対する捉え方からみたものです。貴論文に

よりますと「これまでの報告から＊訪問指導を承諾

した母親は育児不安がある集団であることが推測で

きるが，訪問群・非訪問群間の育児不安得点差に関

する明らかな知見は得られていなかった。」と述べ

られています（323ページ左19–23行目）。われわれ

の論文は＊の部分に引用されていますが，われわれ

が行った研究は，「訪問指導を実施した結果として

育児不安の低下がみられた」というものであって，

訪問群・非訪問群への割付は無作為に行ったことに

加え，訪問前の調査で 2 群間に有意な差がない集団

であることを確認済みであるので，ここでの引用は

不適切であると考えています。

論文を執筆する際は，既存の研究成果を把握し議

論を展開していくことが必須であり，論文の引用は

研究の質を高めるものと思います。したがって，既

存の論文引用に際しては，使用する論文の内容に対

する誤った解釈を避け，内容を十分に理解すること

が前提であり，その上で引用すべきであると考えます。
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私共の論文「新生児訪問指導事業の訪問群・非訪

問群における育児不安の実態と比較 Child Rearing
Burnout 尺度を用いた分析」（日本公衆衛生雑誌

2008; 55: 318–326）に対し，引用文献の利用の仕方

が不適切であるとのご意見を頂きました。同論文の

筆頭著者として，投稿者に非常に不快な思いをおか

けしたかと思うと大変申し訳なく思います。ここに

投稿者の論文を引用した経緯を記載します。

私共の論文では，4 か月健康診査時点での新生児

訪問指導（以下，訪問指導）の訪問群・非訪問群に

おける育児不安得点を比較したところ，対象者の特

性は訪問群・非訪問群で有意差がなかったのに対

し，育児不安得点は訪問群において有意に高いこと

から，訪問指導を受け入れている産婦（私共が研究

協力を得た自治体では，管轄地域に居住する全産婦

に電話で訪問諾否を確認し，承諾を得た後訪問する

ことを原則としています）は育児不安の高い集団で

ある可能性があるとしました。投稿者の論文を引用

した趣旨は，研究対象者は私共の研究とは異なるも

のの，新生児訪問指導に関わる訪問群・非訪問群の

産婦の育児不安についての研究であることからでし

たが，同時に引用した私共の先行研究の内容に引き

ずられてしまい，投稿者の論文の結果を正しく引用

しておりませんでした。改めて論文を読み直してみ

ると誤った解釈をしていると指摘されても仕方ない

記述の仕方をしていると思います。今後は更に研鑽

に努め，正確で客観性のある研究論文作成ができる

ように努力するつもりです。

以上，文献利用の重要性とその責任についての投

稿に対するお詫びと釈明をさせて頂きました。
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